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定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
２１

日
ま
で
の
１４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
藤
岡
市
等
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
な
ど
２４
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

◆
８
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
２４
件
を
即
決
。

◆
１２
日
＝
総
務
常
任
委
員
会
。

◆
１６
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◆
２１
日
＝
本
会
議

　
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
２１

日
ま
で
の
１４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
藤
岡
市
等
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
な
ど
２４
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

◆
８
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
２４
件
を
即
決
。

◆
１２
日
＝
総
務
常
任
委
員
会
。

◆
１６
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◆
２１
日
＝
本
会
議

８

　
今
年
も
各
地
区
の
夏
祭
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
活
気
に
満
ち

た
街
並
み
が
伺
え
ま
し
た
。
藤

岡
市
議
会
も
新
議
長
の
も
と
第

３
回
定
例
会
が
行
わ
れ
、
議
案

２４
件
の
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
６
名

の
議
員
に
よ
り
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
以
下
の
編
集
委
員

で
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
致
し

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
わ
か

り
や
す
く
か
つ
親
し
ま
れ
る
紙

面
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
野
　
口
　
　
　
靖

副
委
員
長
　
青
　
木
　
貴
　
俊

委
　
　
員
　
大
久
保
　
協
　
城

委
　
　
員
　
橋
　
本
　
新
　
一

委
　
　
員
　
湯
　
井
　
廣
　
志

委
　
　
員
　
松
　
村
　
晋
　
之

委
　
　
員
　
窪
　
田
　
行
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委
　
　
員
　
針
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賢
　
一

市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？
　議会は、３・６・９・１２月の定例会と随時に開催する臨時会があります。
◎本会議の傍聴
　本会議は、一般の方に公開されており、いつでも傍聴するこ
とができます。事前の予約は必要ありません。
　傍聴を希望する本会議の当日に、傍聴人受付（市役所２階　議
会事務局前）で、受付簿に住所、氏名を記載し、番号札を持っ
て入場します。
　傍聴される方に議案集の貸し出しも行っています。
　傍聴人の定員は５８人です。
◎委員会の傍聴
　委員会も本会議と同様の手続きで傍聴することができます。
　傍聴を希望する委員会当日に議会事務局までお越しください。
　日程については、市議会事務局にお問い合わせください。
　また、藤岡市ホームページの「藤岡市議会」→「議会の情報：
会議のお知らせ」にも開催予定日を掲載しています。

■9月定例会（予定）

問い合わせ 　 市議会事務局 140－2377

月　　日

9月 1 日（金）

9月 4 日（月）

9月 5 日（火）

9月 6 日（水）

9月11日（月）

9月12日（火）

9月14日（木）�

9月15日（金）

9月20日（水）

摘　　要

本 会 議

本 会 議

常任委員会

常任委員会

一 般 質 問

一 般 質 問

決算特別委員会

決算特別委員会

本 会 議

時　間

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

ココをクリック！
録画放映画面です

画面を大きくすることもできます

議会中継

録画放映

議会中継

録画放映
をクリック

※議事の都合により変更となる場合があ
　ります。

藤岡市議会だより（29.8.15）
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正・副議長決まる
藤
岡
市
多
世
代
フ
ァ
ミ
リ

ー
同
居
支
援
増
改
築
等
補

助
金
交
付
事
業
に
つ
い
て

中
澤
　
秀
平

　
　
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
本
事
業
は
、
子
育
て
し
や

す
く
、
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
、
定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
本
市
の
地
方

創
生
に
か
か
わ
る
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
創
設
し
ま
し
た
。

　
補
助
の
対
象
要
件
は
、
３
世

代
以
上
で
構
成
す
る
家
族
が
所

有
す
る
住
宅
の
増
改
築
等
を
行

う
こ
と
、
申
請
時
に
義
務
教
育

修
了
前
の
子
ど
も
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
。
工
事
後
３
年
間
、

多
世
代
世
帯
と
し
て
同
居
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
補
助
対
象
工
事
は
、
多
世
代

同
居
の
た
め
の
増
改
築
や
水
回

り
改
修
等
の
給
排
水
工
事
等
で

あ
る
こ
と
、
市
内
の
業
者
が
施

工
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
、

工
事
費
の
３
分
の
１
と
し
、

３０

万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

　
　
昨
年
度
の
利
用
実
績
と
今

年
度
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
昨
年

１２
月
か
ら
の
制
度
開

始
で
す
が
、
昨
年
度
の
利
用
実

績
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
は

１０
件
分
の
予
算
額
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
問
い
合
わ
せ

が
数
件
あ
る
も
の
の
申
請
ま
で

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
制
度
の
効
果
と
し
て
目
的

以
外
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
補
助
対
象
工
事
は
市
内
の

業
者
が
受
注
す
る
た
め
、
地
域

経
済
の
活
性
に
寄
与
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
　
地
域
の
活
性
化
も
含
め
、

制
度
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に

は
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
他
市
で
は
同
様
の
事
業
で

も
補
助
要
件
が
緩
い
も
の
や
、

対
象
工
事
が
広
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
市
民
に
利
用
し
や
す
い

制
度
と
す
る
た
め
に
、
制
度
の

拡
充
や
要
件
を
緩
和
す
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
は
、
平
成

３０
年

度
ま
で
の
時
限
措
置
で
す
。
平

成
３０
年
度
に
は
制
度
の
利
用
状

況
な
ど
を
検
討
し
、
制
度
の
継

続
や
再
構
築
、
廃
止
を
検
討
し

ま
す
。
現
時
点
で
要
件
を
緩
和

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

内
田
　
裕
美
子

　
　
絹
遺
産
群
を
抱
え
る
本
市

と
し
て
、
養
蚕
業
の
次
世
代
の

担
い
手
の
育
成
、
文
化
継
承
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
今
後
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
を
募
集

す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
今
後
、
新
た
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
募
集
す
る
場
合
に

は
、
養
蚕
業
に
限
定
せ
ず
、
幅

広
い
業
務
を
対
象
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
高
山
社
跡
は
、
本
市
の
み

な
ら
ず
「
世
界
の
宝
」
で
あ
り
、

有
料
化
す
る
価
値
の
あ
る
文
化

遺
産
だ
と
思
い
ま
す
。
構
成
資

産
で
あ
る
荒
船
風
穴
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
５
年
よ
り
、
１
人

５
０
０
円
の
入
場
料
を
徴
収
し

て
い
ま
す
。
絹
文
化
に
か
か
わ

る
貴
重
な
遺
産
を
守
り
後
世
に

伝
え
る
た
め
に
、
入
場
料
の
収

入
が
跡
地
保
護
と
見
学
環
境
の

整
備
に
充
当
さ
れ
ま
す
。
高
山

社
跡
も
修
復
工
事
が
完
了
し
た

後
、
同
様
に
有
料
化
す
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
現
段
階
で
は
、
高
山
社
跡

の
入
場
料
有
料
化
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
現
在
、
藤
岡
市
寝
た
き
り

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
実

施
要
綱
に
よ
り
、
６５
歳
以
上
の

寝
た
き
り
の
方
、
ま
た
は
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に

火
災
報
知
器
設
置
の
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
世
帯
で
あ
れ
ば
対
象
に

す
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

　
　
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
助

成
は
、
現
在
、
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
後
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
助
成
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
防
災
士
は
、
災
害
時
に
避

難
誘
導
や
避
難
所
運
営
な
ど
を

率
先
し
て
行
う
ほ
か
、
平
時
に

は
、
訓
練
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
の
防
災
水
準
の
維
持
向
上
や

啓
発
に
努
め
る
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
民
の
防
災
意
識
向

上
の
た
め
に
も
、
防
災
士
を
拡

充
す
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
防
災

士
育
成
講
座
を
開
催
す
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成

２８
年
度
よ
り
群
馬
県

主
催
に
よ
る
群
馬
地
域
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
防
災
士
養
成
講
座

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

自
主
防
災
組
織
の
役
員
の
方
を

中
心
に
参
加
者
を
募
り
、
市
民

の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　５月臨時会において正・副議
長が決まりました。

議　長

冬木 一俊
副議長

岩　 和則

　

就
任
ご
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
様
に
就
任
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
議
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
市
民
の
皆
様

方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
度
、
平
成
２９
年
第
２
回

藤
岡
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
、
私
ど
も
が
議
長
・
副
議

長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
、
改
め
て
そ
の
重

責
と
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
、
藤
岡
市
は
、
本
市
の
目

指
す
べ
き
将
来
像
と
そ
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
示
す
第

５
次
藤
岡
市
総
合
計
画
の
策
定

に
着
手
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
市
議
会
は
、
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
執
行
機
関
と
真
摯

な
議
論
を
重
ね
、
行
政
の
チ
ェ

ッ
ク
機
関
は
も
と
よ
り
、
意
思

決
定
機
関
と
し
て
の
責
務
の
重

さ
を
認
識
し
、
市
民
の
皆
様
と

共
に
、
よ
り
住
み
や
す
い
豊
か

な
藤
岡
市
実
現
の
た
め
、
誠
心

誠
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
に
と
ぞ
、
市
民
の
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

窪
田
　
行
隆

青
木
　
貴
俊

野
口
　
　
靖

針
谷
　
賢
一

○◎

大
久
保
協
城

湯
井
　
廣
志

�
松
村
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橋
本
　
新
一

◎委員長

○副委員長

議会運営委員会及び常任委員会の委員が改選される議会運営委員会及び常任委員会の委員が改選される

所 管所 管 議会の運営並びに議長の諮問に関する事項。その他、議会だより編集委員会委員及び議会基本条例
推進委員会委員を兼任
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条
例
の
整
備
に
つ
い
て

橋
本
　
新
一

　
　
来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
５

次
藤
岡
市
総
合
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
す
が
、
併
せ
て
指
針
と
な

る
べ
く
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

な
ど
を
制
定
す
る
予
定
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

　
　
第
５
次
藤
岡
市
総
合
計
画

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
第
４

次
藤
岡
市
総
合
計
画
の
成
果
を

検
証
す
る
ほ
か
、
総
合
計
画
審

議
会
な
ど
で
市
民
の
意
見
を
計

画
に
反
映
し
、
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど

の
制
定
に
よ
ら
ず
、
既
存
の
制

度
を
活
用
し
、
実
現
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
全
国
で
約
３
８
０
の
自
治

体
で
条
例
化
さ
れ
て
い
る
自
治

基
本
条
例
や
ま
ち
づ
く
り
条
例

で
す
が
、
策
定
し
な
い
理
由
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
策
定
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど
は
、
自

治
の
基
本
理
念
や
基
本
原
則
、

自
治
の
主
体
で
あ
る
市
民
の
基

本
的
な
権
利
や
責
務
、
住
民
自

治
を
実
現
す
る
た
め
の
参
加
や

協
働
の
仕
組
み
、
自
治
体
運
営

の
基
本
事
項
、
最
高
規
範
的
な

条
例
の
位
置
づ
け
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
憲
法
や
地

方
自
治
法
、
藤
岡
市
民
憲
章
、

藤
岡
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
実
施
要
綱
、
藤
岡
市
情
報

公
開
条
例
な
ど
の
既
存
の
制
度

で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
第
５
次
藤
岡
市
総
合
計
画

は
本
市
の
最
高
規
範
に
な
る
と

い
う
考
え
で
よ
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
全
て
の
計
画
の
最

上
位
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
条
例
の
制
定
数
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
条
例
制
定
数
は
、

平
成

２９
年
６
月
１
日
現
在
で
施

行
さ
れ
て
い
る
も
の
が
２
７
８

件
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
法

律
等
に
よ
り
制
定
さ
れ
て
い
る

も
の
が
２
５
３
件
、
そ
れ
以
外

の
も
の
が

２５
件
で
す
。

　
　
市
独
自
で
制
定
さ
れ
た
主

な
条
例
の
内
容
と
理
由
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
主
な
条
例
の
制
定
理
由
は
、

交
通
の
安
全
に
対
す
る
基
本
理

念
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
総
合

的
な
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す

る
も
の
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
基
本

と
な
る
事
項
を
定
め
推
進
す
る

も
の
な
ど
で
す
。

所 管所 管

所 管所 管

企画部、総務部、鬼石総合支所（地域振興課）、会計課、選挙管理委員会、公平委員会及び監査委
員に関する事項並びに他の常任委員会に属さない事項

中
澤
　
秀
平

大
久
保
協
城

○◎

小
西
　
貴
子

山
田
　
朱
美

岩
　
　
和
則

松
村
　
晋
之

◎委員長

○副委員長

経済部、都市建設部、上下水道部、鬼石総合支所（にぎわい観光課）及び農業委員会に関する事項

冬
木
　
一
俊

反
町
　
　
清

内
田
裕
美
子

吉
田
　
達
哉

○◎

野
口
　
　
靖

佐
藤
　
　
淳

青
木
　
貴
俊

◎委員長

○副委員長

公
立
藤
岡
総
合
病
院
に

つ
い
て

茂
木
　
光
雄

　
　
新
入
院
棟
の
開
院
予
定
日

は
い
つ
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成

２９
年

１１
月
１
日
に
開

院
予
定
で
、
正
式
名
称
は
「
公

立
藤
岡
総
合
病
院
」
と
な
り
ま

す
。

　
　
平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら

公
立
藤
岡
総
合
病
院
附
属
外
来

セ
ン
タ
ー
の
初
診
受
付
が
紹
介

型
外
来
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、

外
来
患
者
は
医
師
の
紹
介
状
が

な
い
と
受
診
で
き
な
い
の
か
、

ま
た
受
診
で
き
る
と
し
た
ら
、

追
加
料
金
は
か
か
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
　
紹
介
状
が
な
い
場
合
で
も

受
診
が
で
き
、
ま
た
、
紹
介
状

を
持
参
し
な
い
場
合
で
も
追
加

料
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
新
病
院
に
な
っ
て
も
同
様
で

す
。

　
　
収
益
と
負
債
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
医
業
収
益
と
収
益
的
収
支
、

経
常
損
益
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

平
成

２９
年
度
収
益
は

９６
億
７
３

０
万
円
、
損
益
は

２０
億
５
５
０

０
万
円
の
赤
字
、
平
成

３０
年
度

収
益
は
１
０
９
億
１
５
０
０
万

円
、
損
益
は
４
０
０
０
万
円
の

黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
平

成
２９
年
度
末
時
点
で
の
繰
上
償

還
対
象
額
は

２０
億
７
７
０
０
万

円
で
あ
り
、
平
成

２８
年
度
末
現

金
残
高
は

４８
億
８
０
０
０
万
円

で
す
。
一
括
償
還
後
の
平
成

２９

年
度
末
現
金
残
高
は

１２
億
７
６

０
０
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
　
閉
鎖
後
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
多
野
藤
岡
医
療
事
務
市
町

村
組
合
と
事
務
担
当
者
レ
ベ
ル

で
の
打
ち
合
わ
せ
を
平
成

２８
年

８
月
か
ら
８
回
行
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
検
討
中
で
す
。

第
５
次
藤
岡
市
総
合
計
画

に
つ
い
て

　
　
基
本
施
策
に
お
け
る
創
業

希
望
者
や
新
規
出
店
者
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
相
談
窓
口
の
設
置
や
総
合

支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
空
き

店
舗
活
用
事
業
と
し
て
賃
借
料

や
改
修
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成

２９
年
度
か
ら
は
、

創
業
者
向
け
の
融
資
に
か
か
わ

る
利
子
な
ど
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
創
業

希
望
者
に
対
し
、
商
工
会
議
所

や
商
工
会
な
ど
と
連
携
し
て
、

各
種
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
創
業
や
新
規
出
店
に
対

す
る
機
運
の
醸
成
を
図
り
、
地

域
の
産
業
振
興

を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

藤岡市議会だより（29.8.15）
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市
民
か
ら
の
情
報
提
供
へ
の

対
応
に
つ
い
て

湯
井
　
廣
志

　
　
市
民
が
自
分
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
写
真
や
動
画
を
撮
り
、

現
場
の
状
況
を
市
へ
連
絡
す
る

「
通
報
ア
プ
リ
」
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
で
も
導

入
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

　
　
県
内
に
試
験
的
に
導
入
し

た
市
が
あ
り
ま
す
の
で
、
情
報

収
集
し
な
が
ら
研
究
し
、
費
用

対
効
果
等
も
考
慮
し
、
市
民
か

ら
情
報
提
供
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
につ

い
て

　
　
子
ど
も
た
ち
は
、
い
た
ず

ら
、
虐
待
、
誘
拐
等
に
巻
き
込

ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
子
ど
も

た
ち
が
万
引
き
、
暴
行
、
い
じ

め
等
の
犯
罪
者
側
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
の
対
応
、

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
教
育
、

ま
た
事
件
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の
指
導
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
人
権
教
育
や
道
徳
教
育
を

推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

正
し
く
判
断
し
、
行
動
で
き
る

自
己
指
導
力
を
育
て
、
い
じ
め

や
犯
罪
の
加
害
者
・
被
害
者
に

な
ら
な
い
よ
う
、
指
導
し
て
い

ま
す
。

　
　
高
齢
者
は
、
窃
盗
、
詐
欺

等
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
が

高
い
と
思
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
、
ま

た
、
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の

対
応
を
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
高
齢
者
の
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
の
対
策
と
し
て
は
、
各
地

域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
な
ど
、
高
齢

者
が
集
ま
る
場
所
で
の
講
話
、

ま
た
、
広
報
ふ
じ
お
か
へ
の
特

集
記
事
の
掲
載
を
行
い
、
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
女
性
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ

ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
等
に
巻

き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
と

思
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
た
時
の
ケ
ア
、

ま
た
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
の
対
応
、
土
壌
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

　
　
防
犯
対
策
と
し
て
は
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
巡
回

活
動
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
に
よ
る
防
犯
活
動
、
防
犯

灯
に
よ
る
暗
が
り
の
解
消
等
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害
者
へ

の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
専
門
機

関
を
紹
介
す
る
と
い
っ
た
被
害

者
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
応
援
税
制

（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

に
つ
い
て

窪
田
　
行
隆

　
　
平
成
２８
年
度
よ
り
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
方
公
共
団
体

が
地
域
再
生
計
画
を
作
成
し
、

国
か
ら
認
定
を
受
け
た
事
業
に

寄
附
を
行
っ
た
企
業
が
、
合
計

約
６
割
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。
企
業
の
メ
リ
ッ
ト

も
大
き
く
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
も
で
き
ま
す
。
本
市
も
取

り
組
む
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
に
は
メ
リ
ッ
ト

は
あ
り
ま
す
が
、
運
用
面
に
課

題
も
あ
り
ま
す
。
本
市
は
今
の

と
こ
ろ
制
度
を
活
用
せ
ず
、
地

方
創
生
関
連
交
付
金
の
活
用
を

優
先
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
は
国
が
認
め
た

自
治
体
の
事
業
が
対
象
で
あ
り
、

寄
附
し
た
企
業
が
税
制
優
遇
措

置
を
受
け
る
に
は
、
効
果
の
高

い
地
方
創
生
事
業
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。
効
果
的
で
適
切

な
事
業
を
企
画
で
き
れ
ば
、
本

市
の
地
方
創
生
に
と
っ
て
非
常

に
有
効
で
す
。
対
象
と
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
本
制
度
を
活

用
す
る
事
業
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
活
用
が
見
込
ま

れ
る
場
合
は
、
全
国
の
事
例
な

ど
を
参
考
に
調
査
・
研
究
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
の

入
学
前
支
給
に
つ
い
て

　
　
就
学
援
助
は
経
済
的
に
困

窮
し
た
家
庭
の
児
童
生
徒
の
大

き
な
助
け
と
な
る
制
度
で
す
が
、

ラ
ン
ド
セ
ル
等
の
準
備
に
使
う

新
入
学
用
品
費
の
支
給
は
２
学

期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ

れ
ま
で
は
保
護
者
が
苦
労
し
て

捻
出
し
て
い
ま
す
。
要
綱
を
改

正
し
て
対
象
者
に
就
学
予
定
者

を
加
え
、
で
き
る
だ
け
早
く
支

給
す
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
就
学
予
定
者
を
対
象
と
し

て
必
要
な
援
助
が
適
切
な
時
期

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
要
綱
の
改

正
等
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
は
４
月
に
支
給
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
要
保
護
者
は
新
入
学
費
用

が
生
活
保
護
制
度
か
ら
入
学
前

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
準
要
保
護

者
に
対
し
て
、
就
学
援
助
を
入

学
前
に
支
給
す
る
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
年
度
内
支
給
実
現
の
た
め

に
は
関
係
各
課
等
と
の
調
整
が

必
要
と
な
る
た
め
、
近
隣
他
市

の
動
向
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

早
急
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市民環境部、健康福祉部（福祉事務所）、鬼石総合支所（住民サービス課）、藤岡市国民健康保険
鬼石病院及び教育委員会に関する事項

○◎

◎委員長

○副委員長

針
谷
　
賢
一

丸
山
　
　
保

橋
本
　
新
一

隅
田
川
徳
一

湯
井
　
廣
志

茂
木
　
光
雄

窪
田
　
行
隆

番　号 件　　　　　　　　名 結　果

専決処分の承認を求めることについて（藤岡市税条例等の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（藤岡市都市計画税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（藤岡市過疎対策のための市税（固定資産税）の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（藤岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度藤岡市一般会計補正予算（第４号））
専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第２号））
損害賠償の額を定めることについて

議長の選挙                 　     
副議長の選挙                      
常任委員会委員の選任
議会運営委員会委員の選任

報 告 ３ 号
報 告 ４ 号
報 告 ５ 号
報 告 ６ 号
報 告 ７ 号
報 告 ８ 号
第 ５ ３ 号

第 ２ 号
第 ３ 号

承 認 （ 多 数 ）
承 認 （ 全 員 ）
承 認 （ 全 員 ）
承 認 （ 全 員 ）
承 認 （ 全 員 ）
承 認 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）

当 　 　 選
当 　 　 選
選 　 　 任
選 　 　 任

議 案 等 審 議 結 果 〈 5 月 臨 時 会 〉

番　号 件　　　　　　　　名 結　果

平成２８年度藤岡市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について
平成２８年度藤岡市下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書について
平成２８年度藤岡市水道事業会計予算繰越計算書について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
藤岡市等公平委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市市営住宅設置条例の一部改正について
藤岡市建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係手数料条例の一部改正について
藤岡市学校給食センター設置条例の一部改正について
藤岡市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について
多野藤岡医療事務市町村組合の規約変更に関する協議について
工事請負契約の締結の議決事項の変更について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について

群馬県後期高齢者医療広域連合議会議員の補欠選挙

「テロ等準備罪法案」の廃案を求める国への意見書の提出を求める請願

報 告 ９ 号
報 告１０号
報 告１１号
諮 問 ２ 号
諮 問 ３ 号
第 ５ ４ 号
第 ５ ５ 号
第 ５ ６ 号
第 ５ ７ 号
第 ５ ８ 号
第 ５ ９ 号
第 ６ ０ 号
第 ６ １ 号
第 ６ ２ 号
第 ６ ３ 号
第 ６ ４ 号
第 ６ ５ 号
第 ６ ６ 号
第 ６ ７ 号
第 ６ ８ 号
第 ６ ９ 号
第 ７ ０ 号
第 ７ １ 号
第 ７ ２ 号
第 ７ ３ 号
第 ７ ４ 号
第 ７ ５ 号
第 ７ ６ 号
第 ７ ７ 号

第 ４ 号

第 ３ 号

報 　 　 告
報 　 　 告
報 　 　 告
異議なし（全員）
異議なし（全員）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 多 数 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）

当 　 　 選

不 採 択（少数）

議 案 等 審 議 結 果 〈 6 月 定 例 会 〉

所 管所 管

藤岡市議会だより（29.8.15）
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市
民
か
ら
の
情
報
提
供
へ
の

対
応
に
つ
い
て

湯
井
　
廣
志

　
　
市
民
が
自
分
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
写
真
や
動
画
を
撮
り
、

現
場
の
状
況
を
市
へ
連
絡
す
る

「
通
報
ア
プ
リ
」
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
で
も
導

入
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

　
　
県
内
に
試
験
的
に
導
入
し

た
市
が
あ
り
ま
す
の
で
、
情
報

収
集
し
な
が
ら
研
究
し
、
費
用

対
効
果
等
も
考
慮
し
、
市
民
か

ら
情
報
提
供
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
につ

い
て

　
　
子
ど
も
た
ち
は
、
い
た
ず

ら
、
虐
待
、
誘
拐
等
に
巻
き
込

ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
子
ど
も

た
ち
が
万
引
き
、
暴
行
、
い
じ

め
等
の
犯
罪
者
側
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
の
対
応
、

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
教
育
、

ま
た
事
件
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の
指
導
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
人
権
教
育
や
道
徳
教
育
を

推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

正
し
く
判
断
し
、
行
動
で
き
る

自
己
指
導
力
を
育
て
、
い
じ
め

や
犯
罪
の
加
害
者
・
被
害
者
に

な
ら
な
い
よ
う
、
指
導
し
て
い

ま
す
。

　
　
高
齢
者
は
、
窃
盗
、
詐
欺

等
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
が

高
い
と
思
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
、
ま

た
、
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の

対
応
を
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
高
齢
者
の
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
の
対
策
と
し
て
は
、
各
地

域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
な
ど
、
高
齢

者
が
集
ま
る
場
所
で
の
講
話
、

ま
た
、
広
報
ふ
じ
お
か
へ
の
特

集
記
事
の
掲
載
を
行
い
、
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
女
性
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ

ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
等
に
巻

き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
と

思
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
た
時
の
ケ
ア
、

ま
た
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
の
対
応
、
土
壌
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

　
　
防
犯
対
策
と
し
て
は
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
巡
回

活
動
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
に
よ
る
防
犯
活
動
、
防
犯

灯
に
よ
る
暗
が
り
の
解
消
等
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害
者
へ

の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
専
門
機

関
を
紹
介
す
る
と
い
っ
た
被
害

者
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
応
援
税
制

（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

に
つ
い
て

窪
田
　
行
隆

　
　
平
成
２８
年
度
よ
り
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
方
公
共
団
体

が
地
域
再
生
計
画
を
作
成
し
、

国
か
ら
認
定
を
受
け
た
事
業
に

寄
附
を
行
っ
た
企
業
が
、
合
計

約
６
割
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。
企
業
の
メ
リ
ッ
ト

も
大
き
く
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
も
で
き
ま
す
。
本
市
も
取

り
組
む
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
に
は
メ
リ
ッ
ト

は
あ
り
ま
す
が
、
運
用
面
に
課

題
も
あ
り
ま
す
。
本
市
は
今
の

と
こ
ろ
制
度
を
活
用
せ
ず
、
地

方
創
生
関
連
交
付
金
の
活
用
を

優
先
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
は
国
が
認
め
た

自
治
体
の
事
業
が
対
象
で
あ
り
、

寄
附
し
た
企
業
が
税
制
優
遇
措

置
を
受
け
る
に
は
、
効
果
の
高

い
地
方
創
生
事
業
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。
効
果
的
で
適
切

な
事
業
を
企
画
で
き
れ
ば
、
本

市
の
地
方
創
生
に
と
っ
て
非
常

に
有
効
で
す
。
対
象
と
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
本
制
度
を
活

用
す
る
事
業
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
活
用
が
見
込
ま

れ
る
場
合
は
、
全
国
の
事
例
な

ど
を
参
考
に
調
査
・
研
究
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
の

入
学
前
支
給
に
つ
い
て

　
　
就
学
援
助
は
経
済
的
に
困

窮
し
た
家
庭
の
児
童
生
徒
の
大

き
な
助
け
と
な
る
制
度
で
す
が
、

ラ
ン
ド
セ
ル
等
の
準
備
に
使
う

新
入
学
用
品
費
の
支
給
は
２
学

期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ

れ
ま
で
は
保
護
者
が
苦
労
し
て

捻
出
し
て
い
ま
す
。
要
綱
を
改

正
し
て
対
象
者
に
就
学
予
定
者

を
加
え
、
で
き
る
だ
け
早
く
支

給
す
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
就
学
予
定
者
を
対
象
と
し

て
必
要
な
援
助
が
適
切
な
時
期

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
要
綱
の
改

正
等
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
は
４
月
に
支
給
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
要
保
護
者
は
新
入
学
費
用

が
生
活
保
護
制
度
か
ら
入
学
前

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
準
要
保
護

者
に
対
し
て
、
就
学
援
助
を
入

学
前
に
支
給
す
る
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
年
度
内
支
給
実
現
の
た
め

に
は
関
係
各
課
等
と
の
調
整
が

必
要
と
な
る
た
め
、
近
隣
他
市

の
動
向
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

早
急
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市民環境部、健康福祉部（福祉事務所）、鬼石総合支所（住民サービス課）、藤岡市国民健康保険
鬼石病院及び教育委員会に関する事項

○◎

◎委員長

○副委員長

針
谷
　
賢
一

丸
山
　
　
保

橋
本
　
新
一

隅
田
川
徳
一

湯
井
　
廣
志

茂
木
　
光
雄

窪
田
　
行
隆

番　号 件　　　　　　　　名 結　果

専決処分の承認を求めることについて（藤岡市税条例等の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（藤岡市都市計画税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（藤岡市過疎対策のための市税（固定資産税）の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（藤岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度藤岡市一般会計補正予算（第４号））
専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第２号））
損害賠償の額を定めることについて

議長の選挙                 　     
副議長の選挙                      
常任委員会委員の選任
議会運営委員会委員の選任

報 告 ３ 号
報 告 ４ 号
報 告 ５ 号
報 告 ６ 号
報 告 ７ 号
報 告 ８ 号
第 ５ ３ 号

第 ２ 号
第 ３ 号

承 認 （ 多 数 ）
承 認 （ 全 員 ）
承 認 （ 全 員 ）
承 認 （ 全 員 ）
承 認 （ 全 員 ）
承 認 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）

当 　 　 選
当 　 　 選
選 　 　 任
選 　 　 任

議 案 等 審 議 結 果 〈 5 月 臨 時 会 〉

番　号 件　　　　　　　　名 結　果

平成２８年度藤岡市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について
平成２８年度藤岡市下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書について
平成２８年度藤岡市水道事業会計予算繰越計算書について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
藤岡市等公平委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市農業委員会の委員の任命について
藤岡市市営住宅設置条例の一部改正について
藤岡市建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係手数料条例の一部改正について
藤岡市学校給食センター設置条例の一部改正について
藤岡市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について
多野藤岡医療事務市町村組合の規約変更に関する協議について
工事請負契約の締結の議決事項の変更について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について

群馬県後期高齢者医療広域連合議会議員の補欠選挙

「テロ等準備罪法案」の廃案を求める国への意見書の提出を求める請願

報 告 ９ 号
報 告１０号
報 告１１号
諮 問 ２ 号
諮 問 ３ 号
第 ５ ４ 号
第 ５ ５ 号
第 ５ ６ 号
第 ５ ７ 号
第 ５ ８ 号
第 ５ ９ 号
第 ６ ０ 号
第 ６ １ 号
第 ６ ２ 号
第 ６ ３ 号
第 ６ ４ 号
第 ６ ５ 号
第 ６ ６ 号
第 ６ ７ 号
第 ６ ８ 号
第 ６ ９ 号
第 ７ ０ 号
第 ７ １ 号
第 ７ ２ 号
第 ７ ３ 号
第 ７ ４ 号
第 ７ ５ 号
第 ７ ６ 号
第 ７ ７ 号

第 ４ 号

第 ３ 号

報 　 　 告
報 　 　 告
報 　 　 告
異議なし（全員）
異議なし（全員）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 多 数 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
同 意 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）

当 　 　 選

不 採 択（少数）

議 案 等 審 議 結 果 〈 6 月 定 例 会 〉

所 管所 管

藤岡市議会だより（29.8.15）
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条
例
の
整
備
に
つ
い
て

橋
本
　
新
一

　
　
来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
５

次
藤
岡
市
総
合
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
す
が
、
併
せ
て
指
針
と
な

る
べ
く
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

な
ど
を
制
定
す
る
予
定
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

　
　
第
５
次
藤
岡
市
総
合
計
画

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
第
４

次
藤
岡
市
総
合
計
画
の
成
果
を

検
証
す
る
ほ
か
、
総
合
計
画
審

議
会
な
ど
で
市
民
の
意
見
を
計

画
に
反
映
し
、
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど

の
制
定
に
よ
ら
ず
、
既
存
の
制

度
を
活
用
し
、
実
現
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
全
国
で
約
３
８
０
の
自
治

体
で
条
例
化
さ
れ
て
い
る
自
治

基
本
条
例
や
ま
ち
づ
く
り
条
例

で
す
が
、
策
定
し
な
い
理
由
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
策
定
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど
は
、
自

治
の
基
本
理
念
や
基
本
原
則
、

自
治
の
主
体
で
あ
る
市
民
の
基

本
的
な
権
利
や
責
務
、
住
民
自

治
を
実
現
す
る
た
め
の
参
加
や

協
働
の
仕
組
み
、
自
治
体
運
営

の
基
本
事
項
、
最
高
規
範
的
な

条
例
の
位
置
づ
け
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
憲
法
や
地

方
自
治
法
、
藤
岡
市
民
憲
章
、

藤
岡
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
実
施
要
綱
、
藤
岡
市
情
報

公
開
条
例
な
ど
の
既
存
の
制
度

で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
第
５
次
藤
岡
市
総
合
計
画

は
本
市
の
最
高
規
範
に
な
る
と

い
う
考
え
で
よ
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
全
て
の
計
画
の
最

上
位
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
条
例
の
制
定
数
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
条
例
制
定
数
は
、

平
成

２９
年
６
月
１
日
現
在
で
施

行
さ
れ
て
い
る
も
の
が
２
７
８

件
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
法

律
等
に
よ
り
制
定
さ
れ
て
い
る

も
の
が
２
５
３
件
、
そ
れ
以
外

の
も
の
が

２５
件
で
す
。

　
　
市
独
自
で
制
定
さ
れ
た
主

な
条
例
の
内
容
と
理
由
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
主
な
条
例
の
制
定
理
由
は
、

交
通
の
安
全
に
対
す
る
基
本
理

念
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
総
合

的
な
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す

る
も
の
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
基
本

と
な
る
事
項
を
定
め
推
進
す
る

も
の
な
ど
で
す
。

所 管所 管

所 管所 管
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○◎

小
西
　
貴
子

山
田
　
朱
美

岩
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冬
木
　
一
俊

反
町
　
　
清

内
田
裕
美
子

吉
田
　
達
哉

○◎

野
口
　
　
靖

佐
藤
　
　
淳

青
木
　
貴
俊

◎委員長

○副委員長

公
立
藤
岡
総
合
病
院
に

つ
い
て

茂
木
　
光
雄

　
　
新
入
院
棟
の
開
院
予
定
日

は
い
つ
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成

２９
年

１１
月
１
日
に
開

院
予
定
で
、
正
式
名
称
は
「
公

立
藤
岡
総
合
病
院
」
と
な
り
ま

す
。

　
　
平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら

公
立
藤
岡
総
合
病
院
附
属
外
来

セ
ン
タ
ー
の
初
診
受
付
が
紹
介

型
外
来
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、

外
来
患
者
は
医
師
の
紹
介
状
が

な
い
と
受
診
で
き
な
い
の
か
、

ま
た
受
診
で
き
る
と
し
た
ら
、

追
加
料
金
は
か
か
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
　
紹
介
状
が
な
い
場
合
で
も

受
診
が
で
き
、
ま
た
、
紹
介
状

を
持
参
し
な
い
場
合
で
も
追
加

料
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
新
病
院
に
な
っ
て
も
同
様
で

す
。

　
　
収
益
と
負
債
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
医
業
収
益
と
収
益
的
収
支
、

経
常
損
益
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

平
成

２９
年
度
収
益
は

９６
億
７
３

０
万
円
、
損
益
は

２０
億
５
５
０

０
万
円
の
赤
字
、
平
成

３０
年
度

収
益
は
１
０
９
億
１
５
０
０
万

円
、
損
益
は
４
０
０
０
万
円
の

黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
平

成
２９
年
度
末
時
点
で
の
繰
上
償

還
対
象
額
は

２０
億
７
７
０
０
万

円
で
あ
り
、
平
成

２８
年
度
末
現

金
残
高
は

４８
億
８
０
０
０
万
円

で
す
。
一
括
償
還
後
の
平
成

２９

年
度
末
現
金
残
高
は

１２
億
７
６

０
０
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
　
閉
鎖
後
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
多
野
藤
岡
医
療
事
務
市
町

村
組
合
と
事
務
担
当
者
レ
ベ
ル

で
の
打
ち
合
わ
せ
を
平
成

２８
年

８
月
か
ら
８
回
行
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
検
討
中
で
す
。

第
５
次
藤
岡
市
総
合
計
画

に
つ
い
て

　
　
基
本
施
策
に
お
け
る
創
業

希
望
者
や
新
規
出
店
者
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
相
談
窓
口
の
設
置
や
総
合

支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
空
き

店
舗
活
用
事
業
と
し
て
賃
借
料

や
改
修
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成

２９
年
度
か
ら
は
、

創
業
者
向
け
の
融
資
に
か
か
わ

る
利
子
な
ど
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
創
業

希
望
者
に
対
し
、
商
工
会
議
所

や
商
工
会
な
ど
と
連
携
し
て
、

各
種
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
創
業
や
新
規
出
店
に
対

す
る
機
運
の
醸
成
を
図
り
、
地

域
の
産
業
振
興

を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

藤岡市議会だより（29.8.15）
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正・副議長決まる
藤
岡
市
多
世
代
フ
ァ
ミ
リ

ー
同
居
支
援
増
改
築
等
補

助
金
交
付
事
業
に
つ
い
て

中
澤
　
秀
平

　
　
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
本
事
業
は
、
子
育
て
し
や

す
く
、
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
、
定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
本
市
の
地
方

創
生
に
か
か
わ
る
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
創
設
し
ま
し
た
。

　
補
助
の
対
象
要
件
は
、
３
世

代
以
上
で
構
成
す
る
家
族
が
所

有
す
る
住
宅
の
増
改
築
等
を
行

う
こ
と
、
申
請
時
に
義
務
教
育

修
了
前
の
子
ど
も
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
。
工
事
後
３
年
間
、

多
世
代
世
帯
と
し
て
同
居
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
補
助
対
象
工
事
は
、
多
世
代

同
居
の
た
め
の
増
改
築
や
水
回

り
改
修
等
の
給
排
水
工
事
等
で

あ
る
こ
と
、
市
内
の
業
者
が
施

工
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
、

工
事
費
の
３
分
の
１
と
し
、

３０

万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

　
　
昨
年
度
の
利
用
実
績
と
今

年
度
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
昨
年

１２
月
か
ら
の
制
度
開

始
で
す
が
、
昨
年
度
の
利
用
実

績
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
は

１０
件
分
の
予
算
額
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
問
い
合
わ
せ

が
数
件
あ
る
も
の
の
申
請
ま
で

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
制
度
の
効
果
と
し
て
目
的

以
外
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
補
助
対
象
工
事
は
市
内
の

業
者
が
受
注
す
る
た
め
、
地
域

経
済
の
活
性
に
寄
与
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
　
地
域
の
活
性
化
も
含
め
、

制
度
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に

は
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
他
市
で
は
同
様
の
事
業
で

も
補
助
要
件
が
緩
い
も
の
や
、

対
象
工
事
が
広
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
市
民
に
利
用
し
や
す
い

制
度
と
す
る
た
め
に
、
制
度
の

拡
充
や
要
件
を
緩
和
す
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
は
、
平
成

３０
年

度
ま
で
の
時
限
措
置
で
す
。
平

成
３０
年
度
に
は
制
度
の
利
用
状

況
な
ど
を
検
討
し
、
制
度
の
継

続
や
再
構
築
、
廃
止
を
検
討
し

ま
す
。
現
時
点
で
要
件
を
緩
和

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

内
田
　
裕
美
子

　
　
絹
遺
産
群
を
抱
え
る
本
市

と
し
て
、
養
蚕
業
の
次
世
代
の

担
い
手
の
育
成
、
文
化
継
承
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
今
後
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
を
募
集

す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
今
後
、
新
た
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
募
集
す
る
場
合
に

は
、
養
蚕
業
に
限
定
せ
ず
、
幅

広
い
業
務
を
対
象
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
高
山
社
跡
は
、
本
市
の
み

な
ら
ず
「
世
界
の
宝
」
で
あ
り
、

有
料
化
す
る
価
値
の
あ
る
文
化

遺
産
だ
と
思
い
ま
す
。
構
成
資

産
で
あ
る
荒
船
風
穴
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
５
年
よ
り
、
１
人

５
０
０
円
の
入
場
料
を
徴
収
し

て
い
ま
す
。
絹
文
化
に
か
か
わ

る
貴
重
な
遺
産
を
守
り
後
世
に

伝
え
る
た
め
に
、
入
場
料
の
収

入
が
跡
地
保
護
と
見
学
環
境
の

整
備
に
充
当
さ
れ
ま
す
。
高
山

社
跡
も
修
復
工
事
が
完
了
し
た

後
、
同
様
に
有
料
化
す
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
現
段
階
で
は
、
高
山
社
跡

の
入
場
料
有
料
化
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
現
在
、
藤
岡
市
寝
た
き
り

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
実

施
要
綱
に
よ
り
、
６５
歳
以
上
の

寝
た
き
り
の
方
、
ま
た
は
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に

火
災
報
知
器
設
置
の
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
世
帯
で
あ
れ
ば
対
象
に

す
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

　
　
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
助

成
は
、
現
在
、
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
後
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
助
成
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
防
災
士
は
、
災
害
時
に
避

難
誘
導
や
避
難
所
運
営
な
ど
を

率
先
し
て
行
う
ほ
か
、
平
時
に

は
、
訓
練
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
の
防
災
水
準
の
維
持
向
上
や

啓
発
に
努
め
る
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
民
の
防
災
意
識
向

上
の
た
め
に
も
、
防
災
士
を
拡

充
す
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
防
災

士
育
成
講
座
を
開
催
す
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成

２８
年
度
よ
り
群
馬
県

主
催
に
よ
る
群
馬
地
域
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
防
災
士
養
成
講
座

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

自
主
防
災
組
織
の
役
員
の
方
を

中
心
に
参
加
者
を
募
り
、
市
民

の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　５月臨時会において正・副議
長が決まりました。

議　長

冬木 一俊
副議長

岩　 和則

　

就
任
ご
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
様
に
就
任
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
議
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
市
民
の
皆
様

方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
度
、
平
成
２９
年
第
２
回

藤
岡
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
、
私
ど
も
が
議
長
・
副
議

長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
、
改
め
て
そ
の
重

責
と
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
、
藤
岡
市
は
、
本
市
の
目

指
す
べ
き
将
来
像
と
そ
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
示
す
第

５
次
藤
岡
市
総
合
計
画
の
策
定

に
着
手
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
市
議
会
は
、
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
執
行
機
関
と
真
摯

な
議
論
を
重
ね
、
行
政
の
チ
ェ

ッ
ク
機
関
は
も
と
よ
り
、
意
思

決
定
機
関
と
し
て
の
責
務
の
重

さ
を
認
識
し
、
市
民
の
皆
様
と

共
に
、
よ
り
住
み
や
す
い
豊
か

な
藤
岡
市
実
現
の
た
め
、
誠
心

誠
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
に
と
ぞ
、
市
民
の
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

窪
田
　
行
隆

青
木
　
貴
俊

野
口
　
　
靖

針
谷
　
賢
一

○◎

大
久
保
協
城

湯
井
　
廣
志

�

松
村
　
晋
之�

橋
本
　
新
一

◎委員長

○副委員長

議会運営委員会及び常任委員会の委員が改選される議会運営委員会及び常任委員会の委員が改選される

所 管所 管 議会の運営並びに議長の諮問に関する事項。その他、議会だより編集委員会委員及び議会基本条例
推進委員会委員を兼任
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定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
２１

日
ま
で
の
１４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
藤
岡
市
等
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
な
ど
２４
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

◆
８
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
２４
件
を
即
決
。

◆
１２
日
＝
総
務
常
任
委
員
会
。

◆
１６
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◆
２１
日
＝
本
会
議

　
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
２１

日
ま
で
の
１４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
藤
岡
市
等
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
な
ど
２４
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

◆
８
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
２４
件
を
即
決
。

◆
１２
日
＝
総
務
常
任
委
員
会
。

◆
１６
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◆
２１
日
＝
本
会
議

８

　
今
年
も
各
地
区
の
夏
祭
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
活
気
に
満
ち

た
街
並
み
が
伺
え
ま
し
た
。
藤

岡
市
議
会
も
新
議
長
の
も
と
第

３
回
定
例
会
が
行
わ
れ
、
議
案

２４
件
の
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
６
名

の
議
員
に
よ
り
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
以
下
の
編
集
委
員

で
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
致
し

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
わ
か

り
や
す
く
か
つ
親
し
ま
れ
る
紙

面
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
野
　
口
　
　
　
靖

副
委
員
長
　
青
　
木
　
貴
　
俊

委
　
　
員
　
大
久
保
　
協
　
城

委
　
　
員
　
橋
　
本
　
新
　
一

委
　
　
員
　
湯
　
井
　
廣
　
志

委
　
　
員
　
松
　
村
　
晋
　
之

委
　
　
員
　
窪
　
田
　
行
　
隆

委
　
　
員
　
針
　
谷
　
賢
　
一

市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？
　議会は、３・６・９・１２月の定例会と随時に開催する臨時会があります。
◎本会議の傍聴
　本会議は、一般の方に公開されており、いつでも傍聴するこ
とができます。事前の予約は必要ありません。
　傍聴を希望する本会議の当日に、傍聴人受付（市役所２階　議
会事務局前）で、受付簿に住所、氏名を記載し、番号札を持っ
て入場します。
　傍聴される方に議案集の貸し出しも行っています。
　傍聴人の定員は５８人です。
◎委員会の傍聴
　委員会も本会議と同様の手続きで傍聴することができます。
　傍聴を希望する委員会当日に議会事務局までお越しください。
　日程については、市議会事務局にお問い合わせください。
　また、藤岡市ホームページの「藤岡市議会」→「議会の情報：
会議のお知らせ」にも開催予定日を掲載しています。

■9月定例会（予定）

問い合わせ 　 市議会事務局 140－2377

月　　日

9月 1 日（金）

9月 4 日（月）

9月 5 日（火）

9月 6 日（水）

9月11日（月）

9月12日（火）

9月14日（木）�

9月15日（金）

9月20日（水）

摘　　要

本 会 議

本 会 議

常任委員会

常任委員会

一 般 質 問

一 般 質 問

決算特別委員会

決算特別委員会

本 会 議

時　間

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

ココをクリック！
録画放映画面です

画面を大きくすることもできます

議会中継

録画放映

議会中継

録画放映
をクリック

※議事の都合により変更となる場合があ
　ります。

藤岡市議会だより（29.8.15）


